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市民の意見  NO.194　2022/12/1

特
集
１　
軍
拡
日
本
を
問
う

る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
「
提
言
」
で
は
軍
事
費
（
防
衛
費
）
に

つ
い
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
以
上
の
増
額
が
主
張
さ
れ

る
。
4
月
26
日
の
提
言
の
趣
旨
は
、そ
の
後
の「
骨

太
の
方
針
」
等
で
も
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
る
。

２
０
２
２
年
11
月
21
日
に
提
出
さ
れ
た
有
識
者

会
議
の
「
提
言
案
」
で
も
、「
反
撃
能
力
の
保
有
」

が
不
可
欠
と
の
方
針
が
記
載
さ
れ
る
。
射
程
外
か

ら
攻
撃
で
き
る
国
産
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ

ル
の
改
良
、
外
国
製
の
ミ
サ
イ
ル
購
入
に
よ
り
、

「
今
後
５
年
を
念
頭
に
十
分
な
数
の
ミ
サ
イ
ル
を

配
備
す
る
」
と
書
き
込
ま
れ
る
。「
防
衛
費
増
額

の
財
源
」
に
つ
い
て
は
「
幅
広
い
税
目
に
よ
る
国

民
負
担
が
必
要
」
と
さ
れ
る
。　

３　
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
日
米
共
同
軍
事

訓
練

岸
田
自
公
政
権
下
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
「
戦

争
で
き
る
国
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
実
際
の

戦
争
を
想
定
し
て
の
軍
事
訓
練
が
今
ま
で
以
上
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
キ
ー
ン
・
ソ
ー

ド
23
」
に
言
及
す
る
。

２
０
２
２
年
11
月
10
日
か
ら
19
日
に
か
け
、
日

米
共
同
統
合
演
習
「
キ
ー
ン
・
ソ
ー
ド
23
」
が
行

な
わ
れ
た
。
各
種
報
道
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
日

米
か
ら
約
３
万
６
０
０
０
人
、
艦
艇
約
30
隻
、
航

空
機
３
７
０
機
等
が
参
加
す
る
、
最
大
規
模
の
軍

事
演
習
で
あ
る
。「
キ
ー
ン
・
ソ
ー
ド
23
」
は
三
沢

１　
は
じ
め
に

安
倍
自
公
政
権
・
菅
自
公
政
権
と
異
な
り
、
岸

田
首
相
の
下
で
は
「
軍
拡
政
治
」
に
多
少
の
歯
止

め
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
岸
田
自
公
政
権
下
で
も
、
依
然
と

し
て
軍
拡
政
治
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。あ
る
意
味
、

安
倍
自
公
政
権
・
菅
自
公
政
権
以
上
の
軍
拡
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
岸
田
自
公
政
権
下
で

の
軍
拡
政
治
を
紹
介
し
た
上
で
、
そ
の
問
題
点
を

指
摘
す
る
。

２　
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

2
％
以
上
」

岸
田
自
公
政
権
下
で
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
」「
軍
事
費
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
以
上
」
が
主

張
さ
れ
て
き
た
。
２
０
２
２
年
4
月
26
日
、
自
民

党
の
安
全
保
障
調
査
会
は
「
新
た
な
国
家
安
全
保

障
戦
略
等
の
策
定
に
向
け
た
提
言
」
を
策
定
し

た
。
こ
の
提
言
で
は
、「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を

含
む
わ
が
国
へ
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
反
撃
能
力

（counterstrike capabilities

）
を
保
有
し
、
こ
れ
ら

岸
田
自
公
政
権
下
で
進
む
軍
拡
政
治

飯
島
滋
明

の
攻
撃
を
抑
止
し
、
対
処
す
る
。
反
撃
能
力
の
対

象
範
囲
は
、
相
手
国
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
手
国
の
指
揮
統
制
機
能

等
も
含
む
」
と
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
自
公
政
権
下

で
は
「
指
揮
統
制
機
能
等
」
も
先
に
攻
撃
す
る
と

さ
れ
た
。

な
お
、「
敵
基
地
攻
撃
論
」、
真
の
狙
い
は
「
共

和
国
」
で
は
な
い
。『
軍
事
研
究
２
０
２
２
年
3

月
号
』
１
９
８
頁
で
文
谷
数
重
氏
は
「
敵
地
攻
撃

は
本
来
、
中
国
対
策
だ
。
日
本
の
軍
事
力
劣
勢
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
努
力
の
一

要
素
と
し
て
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
施
策
で
あ

る
。
た
だ
、
対
中
導
入
で
は
国
民
の
納
得
は
得
難

い
。
…
…
そ
の
た
め
の
口
実
と
し
て
北
朝
鮮
の
弾

道
弾
脅
威
を
持
ち
出
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
。

２
０
２
０
年
８
月
４
日
の
自
民
党
提
言
で
は
中
国

を
名
指
し
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
に
つ
い

て
は
私
も
発
言
で
き
な
い
が
、
自
民
党
国
会
議
員

が
「
北
京
を
攻
撃
す
る
」
等
の
発
言
を
し
て
い
る

と
の
情
報
を
得
て
い
る
。
あ
か
ら
さ
ま
に
こ
う
し

た
説
明
は
で
き
な
い
た
め
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

を
口
実
に
「
敵
基
地
攻
撃
論
」
の
主
張
を
し
て
い



3
市民の意見  NO.194　2022/12/1

特
集
１　
軍
拡
日
本
を
問
う

基
地
や
市
ヶ
谷
、
府
中
、
長
崎
県
津
多
羅
島
で
も

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
鹿
児
島
県
徳
之

島
と
沖
縄
県
で
行
な
わ
れ
た
軍
事
訓
練
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

⑴　

徳
之
島

11
月
17
日
、
花
徳
海
岸
沖
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の

揚
陸
艦
と
自
衛
隊
の
輸
送
艦
が
展
開
し
た
。
2
隻

か
ら
出
て
き
た
陸
上
自
衛
隊
の
水
陸
両
用
強
襲

車
「
Ａ
Ａ
Ｖ
７
」
14
両
や
偵
察
用
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト

に
乗
っ
た
、
２
０
０
人
以
上
の
隊
員
が
周
囲
を
警

戒
し
な
が
ら
浜
に
上
陸
し
た
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送

２
０
２
２
年
11
月
17
日
19
時
35
分
配
信
記
事
）。

11
月
18
日
に
は
沖
縄
普
天
間
基
地
の
ア
メ
リ
カ

軍
オ
ス
プ
レ
イ
が
伊
仙
町
の
グ
ラ
ン
ド
に
着
陸
す

る
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
日
米
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
連

携
し
て
訓
練
を
行
う
の
は
南
西
諸
島
初
と
な
る
。

⑵　

沖
縄

以
下
、
沖
縄
で
行
な
わ
れ
た
日
米
共
同
軍
事
訓

練
を
紹
介
す
る
（
⑶
で
紹
介
す
る
与
那
国
島
を
除
く
）

・〈
嘉
手
納
基
地
〉：「
米
軍
輸
送
機
で
自
衛
隊
の

中
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
装
置
輸
送
等
」

・〈
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
〉：「
海
軍
病
院
に
医
療
拠
点
」

・〈
牧
港
補
給
地
区
〉〈
那
覇
港
湾
施
設
〉：「
日
米

共
同
の
後
方
拠
点
」

・〈
中
城
港
〉：
民
間
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
車
両
73
両

等
を
輸
送
。
車
両
は
国
道
58
号
線
で
移
動
。

・〈
知
念
分
屯
地
〉：「
統
合
電
磁
波
作
戦
」

・〈
那
覇
基
地
〉：「
基
地
警
護
で
16
式
機
動
戦
闘

車
展
開
」

・〈
那
覇
駐
屯
地
〉：「
日
米
共
同
の
連
絡
調
整
所

設
置
」

・〈
八
重
瀬
分
屯
地
〉：「
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊

の
展
開
」

・〈
南
与
座
分
屯
地
〉：「
部
隊
展
開
」

・〈
久
米
島
分
屯
地
〉〈
与
座
岳
分
屯
地
〉：「
基
地

警
護
」

・〈
宮
古
島
分
屯
地
〉：「
陸
空
自
共
同
の
基
地
警
護
」

・〈
沖
大
東
島
〉：「
日
米
共
同
の
実
弾
射
撃
訓
練
」

「
こ
こ
ま
で
や
る
の
！
」
と
感
じ
る
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
が
「
負
担
軽
減
」
な
の
か
。

⑶　

与
那
国
島

所
で
、
陸
自
と
米
海
兵
隊
の
担
当
者
が
分
野
別
に

隣
り
合
っ
て
座
り
、
地
図
を
見
な
が
ら
戦
術
を
す

り
合
わ
せ
る
」
と
い
う
。

次
に
、与
那
国
島
で
は
「
タ
イ
ヤ
で
走
る
戦
車
」

と
も
言
わ
れ
、
74
式
戦
車
に
匹
敵
す
る
砲
力
を
も

つ
16
式
機
動
戦
闘
車
（M

obile Com
bat V

ehicle

、

Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
が
公
道
を
走
行
す
る
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

与
那
国
島
に
は
築
城
基
地
（
福
岡
県
）
か
ら
Ｃ
－

２
輸
送
機
で
Ｍ
Ｃ
Ｖ
が
空
輸
さ
れ
た
。
空
輸
さ
れ

た
Ｍ
Ｃ
Ｖ
は
与
那
国
空
港
で
降
り
（
写
真
１
）、
与

那
国
駐
屯
地
ま
で
公
道
を
走
行
し
た
（
写
真
２
）。

16
式
機
動
戦
闘
車
に
公
道
を
走
ら
せ
る
目
的
は

何
か
。『
琉
球
新
報
』
２
０
２
２
年
11
月
18
日
付

ま
ず
、
与
那
国
島
に
「
日
米

連
絡
調
整
所
」が
設
置
さ
れ
た
。

『
琉
球
新
報
』
２
０
２
２
年
11

月
19
日
付
に
よ
れ
ば
、「
陸
自

与
那
国
駐
屯
地
で
は
米
海
兵
隊

と
と
も
に「
日
米
連
絡
調
整
所
」

を
設
置
し
、
国
民
保
護
な
ど
に

関
し
て
日
米
間
の
連
携
を
確
認

す
る
訓
練
を
行
う
と
説
明
さ

れ
た
」。「
日
米
連
絡
調
整
所
」、

米
軍
の
発
表
で
は
「
二
国
間
陸

上
戦
術
調
整
セ
ン
タ
ー
」（
Ｂ
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
「
自
衛
隊
に
よ
る
と
現
場

レ
ベ
ル
で
戦
術
調
整
を
行
う
場

写真 1（上）　C2輸送機とMCV　写真 2（下）　公道を走るMCV
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特
集
１　
軍
拡
日
本
を
問
う

社
説
〔
電
子
版
〕
で
は
、
防
衛
省
幹
部
は
「
有
事

に
な
っ
た
時
に
通
っ
た
こ
と
が
な
い
道
を
通
る

『
ぶ
っ
つ
け
本
番
』
で
は
戦
い
に
な
ら
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
。
与
那
国
島
で
16
式
機
動
戦
闘
車
を

走
ら
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
防
衛
省
が
判
断
し
た

の
は
、
与
那
国
島
で
Ｍ
Ｃ
Ｖ
を
活
用
、
つ
ま
り
与

那
国
島
で
Ｍ
Ｃ
Ｖ
が
攻
撃
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

訓
練
で
あ
り
、
与
那
国
島
を
戦
場
に
す
る
想
定
を

し
た
訓
練
に
な
る
。

な
お
、
16
式
機
動
戦
闘
車
が
公
道
を
走
行
し
た

の
は
与
那
国
島
だ
け
で
は
な
い
。
16
式
機
動
戦
闘

車
は
北
熊
本
駐
屯
地
（
熊
本
市
）
か
ら
高
速
道
路

を
経
由
し
、
自
走
し
て
築
城
基
地
ま
で
移
動
し
た

（『
赤
旗
』
２
０
２
２
年
11
月
16
日
付
）。
Ｃ
－
２
（
輸
送

機
）
は
美
保
基
地
（
鳥
取
県
）
か
ら
築
城
基
地
、
そ

し
て
与
那
国
島
に
飛
行
し
た
。「
キ
ー
ン
・
ソ
ー

ド
23
」
は
九
州
じ
た
い
も
自
衛
隊
の
出
撃
拠
点
・

後
方
支
援
基
地
と
し
て
の
機
能
向
上
を
目
指
す
訓

練
に
も
な
っ
て
い
る
。

４　
な
に
が
問
題
か

（
１
）
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

『
時
事
通
信
』
２
０
２
２
年
1
月
30
日
付
に
よ

れ
ば
、「
他
国
領
域
内
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
撃
た
れ

る
前
に
発
射
拠
点
や
司
令
部
を
攻
撃
す
る
」
の
が

「
敵
基
地
攻
撃
論
」
で
あ
る
。「
敵
基
地
攻
撃
論
」

で
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
が
攻
撃

さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
、「
攻
撃
さ
れ
そ
う
」
と

時
の
政
府
が
認
定
し
、
先
に
攻
撃
す
る
こ
と
を
認

め
る
主
張
で
あ
る
。
た
と
え
ば
外
国
か
ら
、「
日

本
が
先
に
攻
撃
し
そ
う
」
と
い
う
理
由
で
先
に
攻

撃
さ
れ
た
ら
、
日
本
の
市
民
は
納
得
す
る
か
？　

「
や
り
返
せ
！
」
と
い
う
主
張
一
色
に
日
本
社
会

が
染
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
や
り
返
す
事

態
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。「
敵
基
地
攻
撃
論
」

は
相
手
国
に
こ
う
し
た
感
情
と
対
応
を
も
た
ら
す

主
張
で
あ
る
。こ
う
し
た
攻
撃
は
国
際
法
上
の「
武

力
不
行
使
の
原
則
」（
国
連
憲
章
2
条
4
項
）、
さ
ら

に
は
日
本
国
憲
法
の
徹
底
し
た
平
和
主
義
か
ら
は

決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。

な
お
、「
敵
基
地
攻
撃
論
」、
自
民
党
は
「
反
撃

能
力
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
国
民
を
欺
く
ひ
ど

い
「
ご
ま
か
し
」
で
あ
る
。
先
に
攻
撃
す
る
理
論

を
「
反
撃
能
力
」
な
ど
と
ご
ま
か
す
点
で
も
「
敵

基
地
攻
撃
論
」
は
問
題
が
あ
る
。

（
２
）
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上

次
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
軍
事

費
（
防
衛
費
）
に
費
や
す
問
題
を
指
摘
す
る
。
こ

こ
で
も
多
く
の
批
判
が
可
能
で
あ
る
が
、
日
本
が

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
軍
事
費
を
増
大

さ
せ
て
も
、
中
国
に
対
抗
で
き
る
の
か
？　
『
東

京
新
聞
』
２
０
２
２
年
4
月
26
日
付
に
よ
れ
ば
、

米
国
の
軍
事
費
７
３
２
０
億
ド
ル
、
中
国
の
軍
事

費
２
６
１
０
億
ド
ル
に
対
し
、
日
本
の
軍
事
費
は

３
７
６
億
ド
ル
。
た
と
え
ば
日
本
の
軍
事
費
を
2

倍
に
し
て
も
９
５
２
億
ド
ル
。
こ
れ
で
中
国
に
対

抗
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
５
兆
円
以
上
も
の
軍
事
費
の
増
額
が

今
の
日
本
で
適
切
な
の
か
。
た
と
え
ば
『
共
同
通

信
』
２
０
２
２
年
８
月
17
日
付
に
は
「
コ
ロ
ナ
の

影
響　

自
殺
者
８
０
０
０
人
増　

20
代
女
性
が
最

多　

東
大
試
算
」と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

仲
田
泰
祐
東
大
准
教
授
（
経
済
学
）
は
「
男
性
よ

り
非
正
規
雇
用
が
多
い
女
性
は
経
済
的
影
響
を
受

け
や
す
く
、
若
者
の
方
が
行
動
制
限
な
ど
で
孤
独

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
５
兆
円
以
上
の
税
金
、
軍
事
費
を
増
加

さ
せ
る
よ
り
も
こ
う
し
た
自
殺
者
を
出
さ
な
い
た

め
の
政
策
に
費
や
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
３
）
中
国
と
の
戦
争
を
想
定
す
る「
平
和
ボ
ケ
」

の
政
治
家
た
ち

そ
も
そ
も
中
国
と
の
戦
争
を
想
定
す
る
こ
と
が

本
当
に
適
切
な
の
か
。
ア
メ
リ
カ
軍
関
係
の
新
聞

『ST
A

RS　

A
N

D

　

ST
RIPES

』NO
V

.14,2022

で
は
、「
沖
縄
の
基
地
は
中
国
と
の
紛
争
で
生
き

残
れ
な
い
だ
ろ
う
（O

kinaw
a bases w

on’t survive 
a conflict w

ith China

）」、「
第
一
列
島
線
、
と
り

わ
け
嘉
手
納
に
は
、
中
国
と
の
紛
争
で
生
き
残

れ
る
も
の
は
何
も
な
い
だ
ろ
う
（N

othing on the 
first island chain,especially not K

adena, W
ill be 

survivable in a conflict w
ith china

）」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
嘉
手
納
基
地
か
ら
Ｆ
15
を
撤

退
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
Ｆ
15
を
撤
退

さ
せ
る
こ
と
自
体
、「
在
日
米
軍
は
日
本
を
守
る
」
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特
集
１　
軍
拡
日
本
を
問
う

玉
川
大
学
の
量
子
暗
号
研
究
の
危
う
さ

小
寺
隆
幸

地
域
の
人
々
の
思
い
と
大
学
の
異
常
な
対
応

２
０
２
０
年
８
月
28
日
、
共
同
通
信
が
「
軍
事

応
用
研
究
の
助
成
に
採
択
」
と
い
う
見
出
し
で
、

玉
川
大
学
が
「
量
子
暗
号
の
基
礎
研
究
」
で
防
衛

装
備
庁
の
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
た
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら

３
年
間
、
毎
年
防
衛
費
か
ら
１
３
０
０
万
円
程
度

が
支
払
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
私
達
町
田
市
民
に
と
っ
て
青

天
の
霹
靂
だ
っ
た
。
玉
川
大
学
は
大
正
自
由
教
育

の
中
で
全
人
教
育
論
を
提
唱
し
た
小
原
國
芳
に
よ

り
創
設
さ
れ
、
学
則
に
も
「
全
人
教
育
」
を
掲
げ

る
リ
ベ
ラ
ル
な
大
学
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。し

か
も
こ
の
年
に
応
募
し
た
大
学
は
わ
ず
か
９

校
、
採
択
さ
れ
た
の
は
玉
川
大
学
と
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
大
学
院
の
２
校
の
み
で
あ
る
。
２
０
１
７

年
に
日
本
学
術
会
議
が
こ
の
制
度
に
は
問
題
が
多

い
と
声
明
を
発
し
て
以
降
、
多
く
の
大
学
が
軍
事

研
究
に
は
携
わ
ら
な
い
と
し
、
応
募
が
激
減
し
て

い
る
中
で
、
な
ぜ
玉
川
大
学
が
手
を
あ
げ
た
の
だ

ろ
う
か
。

た
だ
そ
の
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
学
は

休
校
中
で
あ
り
、
市
民
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
い
て
か
ら
市

民
有
志
の
話
し
合
い
を
始
め
、
22
年
１
月
に
町
田

市
民
61
名
の
連
名
で
、
抗
議
で
は
な
く
、
大
学
の

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
丁
寧
に
要
請
し
た
。
し

か
し
大
学
は
す
ぐ
そ
ば
に
住
む
人
々
と
の
話
し
合

い
自
体
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
再
度
の
要
請
も
拒
否
さ
れ
た
の
で
、

私
た
ち
は
「
玉
川
大
学
軍
事
研
究
疑
惑
を
問
う
町

田
市
民
有
志
の
会
」（
賛
同
者
63
名
、
世
話
人
：
井
野
博

満
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
小
寺
隆
幸
・
京
都
橘
大
学
元

教
授
、
藤
井
石
根
・
明
治
大
学
名
誉
教
授
）
を
結
成
し
、

こ
の
問
題
を
広
く
市
民
に
訴
え
る
こ
と
に
し
た
。

３
月
末
に
記
者
会
見
を
行
な
い
、
そ
の
様
子
は
朝

日
新
聞
（
多
摩
版
）
や
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
な
ど
に
報

じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
駅
頭
や
地
域
で
の
チ
ラ
シ

配
布
、
学
習
会
、
町
田
市
民
連
合
と
の
共
同
の
街

宣
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。
9
月
4
日
に
は
玉
川

大
学
前
の
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
井
原

聰
・
東
北
大
名
誉
教
授
を
招
き
「
戦
争
に
動
員
さ

と
い
う
主
張
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
事
実

で
証
明
す
る
。
そ
の
点
は
置
く
と
し
て
、万
が
一
、

中
国
と
日
本
が
戦
争
し
、
そ
れ
が
拡
大
す
れ
ば
、

「
生
き
残
れ
な
い
」
の
は
「
沖
縄
の
基
地
」「
第
一

列
島
線
」
だ
け
で
は
済
ま
な
く
な
る
。
だ
か
ら
こ

そ
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
折
に
触
れ
、

中
国
と
の
関
係
改
善
を
目
指
し
た
外
交
を
進
め
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
の
政
治
家
た

ち
は
「
中
国
の
脅
威
」
を
口
に
し
て
軍
拡
政
治
、

ひ
い
て
は
憲
法
改
正
を
主
張
す
る
。「
戦
争
」
の

現
実
を
冷
静
に
踏
ま
え
ず
、中
国
と
の
武
力
行
使
、

ひ
い
て
は
憲
法
改
正
を
唱
え
る
自
民
党
な
ど
こ

そ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
認
識
で
き
な
い
「
平
和
ボ

ケ
」で
あ
る
。
中
国
を
敵
視
し
、「
敵
基
地
攻
撃
論
」

「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
以
上
の
軍
事
費
の
増
大
」「
日
米

軍
事
訓
練
」
を
繰
り
返
す
等
、
岸
田
自
公
政
権
の

「
軍
拡
政
治
」は「
国
民
を
守
る
」ど
こ
ろ
が
か
え
っ

て
国
民
を
危
険
に
さ
ら
す
。
岸
田
自
公
政
権
下
で

も
進
め
ら
れ
て
き
た
「
軍
拡
政
治
」
は
根
本
か
ら

転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
い
い
じ
ま
・
し
げ
あ
き
／
名
古
屋
学
院
大
学
。
憲
法
学
・

平
和
学
）


	



